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研究成果の概要（和文）：仙台藩主・伊達政宗公（1567-1636）は、自給自足が可能な地域づくりを推進するた
めに武家屋敷に多様な樹木を植栽することを奨励し、杜の都・仙台の礎を築いた。本研究では、① 政宗公が推
奨した「食べられる庭」をテーマとした自給的な暮らしの知恵を取り入れた学校ビオトープを構築し、②環境教
育・食農教育・防災教育をドッキングさせたESDの実践を行い、③震災からの復興・発展を支える人材育成モデ
ルを提示した。

研究成果の概要（英文）：Masamune DATE, the lord of the Sendai Domain (1567-1636), in order to 
promote regional construction to make self-sufficiency possible, he encouraged people to plant 
diverse trees in samurai residences and established the basis of “Mori no miyako” or The City of 
Trees. In this research, the author 1) constructed a school biotope where the living wisdom of 
self-sufficiency was introduced with “edible garden” proposed by Masamune DATE as theme, 2) 
practiced Education for Sustainable Development (ESD) by integrating environmental education, food 
and agriculture education and disaster prevention education and 3) presented a model for the 
development of human resources to support the recovery and development after disasters take place. 

研究分野： 環境教育
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１．研究開始当初の背景 
 仙台藩主・伊達政宗公（1567-1636）は自

給自足が可能な地域づくりを推進するため

に、武家屋敷に多様な樹木を植栽することを

奨励し、現代にまで続く「杜の都・仙台」の

礎を築いた。天災や飢饉に備えて屋敷内に果

樹（ウメ、モモ、カキ、クリなど）の植樹、

菜園づくりを進め、屋敷まわりにはケヤキ、

スギ、マツなど、用材や燃料材となる樹木を

育てたのである。そこは“一木一草、無駄な

ものなし”といわれる程に自給的な空間であ

り、暮らしに必要なものはすべて調達できた

と言われている。 

 東日本大震災以降、東北地方の多くの学校

教育の現場において、環境教育・食農教育・

防災教育を融合させた「生き抜く力」を育む

復興教育、ESD のあり方が模索されている。

その際、伊達政宗公が目指した自給自足の地

域づくりから私たちが学ぶべきことはあま

りにも多いように思われる。今こそ、先人た

ちの知恵を思い起こし、現代生活に生かして

いく積極的な取り組みえをさらに進めてい

く必要がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、約 400 年前に伊達政宗公

が奨励した「食べられる庭」をモデルとして、

自然と調和した自給的な暮らしの知恵を取

り入れた学校ビオトープを構築し、環境教

育・食農教育・防災教育をドッキングさせた

ESD の実践を行い、東日本大震災からの復

興・発展を支える人材を育むためのモデルを

提示することである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では「救荒植物（=飢饉の際に食べ

ることができ、飢えを凌ぐに足る野生植物）」

および「学校ビオトープ」に焦点をしぼった。

前者には、ローカルな自然環境と伝統的な食

文化が相まって形づくられてきた環境利用

の知恵が内包されていること、教材 (食材) 

を簡単に自給自足することができること、い

つでもどこでも環境教育・防災教育・食教育

に取り組むことができる魅力的なテーマで

あること等がその理由である。後者は、児

童・生徒に自然のしくみや生物多様性の重要

性を伝えやすいこと、体験的な理解を促すこ

とができること、情報収集能力や伝達能力な

どの技能をも育む優れた教材となること等

がその理由である。具体的には以下の方法で

研究を進めた。 

(1) 歴史資料や文献を網羅的に収集し、江戸

時代から現代に至るまでの日本各地（東北地

方を中心にして）で営まれていた自然と調和

した自給的なライフスタイルの様相を把握

する。 

(2) 自然と調和した自給的な暮らしの知恵

や技術を内包した「食べられる庭」を、学校

ビオトープのモデルとして宮城教育大学キ

ャンパス内に設置する。 

(3) 新たに設置した学校ビオトープ「食べら

れる庭」を活用して、環境教育・食農教育・

防災教育をドッキングさせた教育実践を行

う。 
 
４．研究成果 
(1)江戸時代から現代に至るまでの日本各地

（東北地方を中心にして）で営まれていた自

然と調和した自給的なライフスタイルが記

述されている文献などを精査した結果、以下

のことを把握できた。 

① 日本では災害や飢饉のたびに救荒植物が

活用されており、江戸中期には既に 500 種

以上の植物が(その利用法なども含めて)古

文書に記されていた。また、戦時中において

もそれらの知識が盛んに再活用されていた。 

② ①で得られた知見をもとに、特に東北地

方で広く利用されている救荒植物の採集時

期・方法、調理・利用法などの情報を整理し、

救荒植物データベースを試作した（溝田・鵜

川,2016）。 

③ 救荒植物は自然災害を生き抜く知恵を学

びうる教材として認識され脚光を浴びてい

るものの、現在ではほとんど活用されていな

い。その理由として、救荒植物に関する有効

な知識や経験が欠如していること、生産と消

費の現場が著しく乖離していること、家庭内

や世代間で伝統知識が十分に後代に伝えら

れていないこと、義務教育課程で救荒植物の

学習が行われていないこと等の問題点が明

らかになった。 

 

(2) 自然と調和した自給的な暮らしの知恵

や技術を内包した「食べられる庭」のモデル

を、宮城教育大学キャンパス内に設置した。 

① 教材および食材を自給自足することを目

指し、宮城教育大学キャンパス内に伊達政宗

公が推奨した食べられる庭をモデルとした

ビオトープを設置した。既に 2005 年に設置

されているチョウのためのビオトープ「バタ



フライガーデン」の中で、「救荒植物の庭（野

菜・山菜・野草の栽培、食べられるグリーン

カーテン栽培）」を設置し、併せてニホンミ

ツバチの飼養にも取り組んだ。 

② 学校ビオトープのモデルとして設置した

こともあり、大学講義、教員向け研修会など

をとおして積極的にその紹介・普及につとめ

た。 

 

(3)「食べられる庭」をテーマとした学校ビ

オトープの普及、および、環境教育・食教育・

防災教育をドッキングさせたESDプログラム

の提案を、大学講義、教員向け研修会、出前

授業等をとおして行った。 

① 大学生を対象として、「道草を食う」を

テーマにした教育実践を行った。身近な植物

の名前すらほとんど知らなかった大学生た

ちが、半年間キャンパス内の野生植物を採集

し 調理し食すという体験を通して大きな成

長を遂げた。すなわち、道草を食べる体験を

重ねることによって、「生きることは食べる

こと」という当たり前のことを理解し、野草

とその利用に関する興味・関心、知識・技術

が高まり、「生き抜く力」を身につけたので

ある（溝田・鵜川, 2016）。 

② 小学生を対象として、研究成果の地域還

元を目的とした「ひらめき☆ときめきサイエ

ンス（飼って楽しい 知ってうれしい 伝統養

蜂の世界〜野生のミツバチとつきあう知恵

と技〜）」を実施した。児童たちは、楽しみ

ながら環境、食、防災の世界に触れ、生きる

力の重要性、必要性を学んだ（溝田, 2017）。 

③ 現職教員を対象として教員免許状更新講

習、公開講座などを開催し、東日本大震災後

に学校の教育現場に求められている「環境教

育・食農教育・防災教育をドッキングさせた

ESD」の新たなモデルを提示した。 
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